
 

66 昭
和
二
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日
提
出 

質

問

第

六

六
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

科
学
博
物
館
の
人
員
整
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
二
十
四
日 

衆

議

院

議

長 

幣 

原 
喜 

重 

郞 

殿 

提
出
者 

今 

野 

武 

雄 

一 

 



三 

同
館
労
働
組
合
が
、
整
理
発
表
後
直
ち
に
組
合
大
会
を
開
催
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
館
長
は
、
こ
の
大
会
に
出
る
者

は
か
く
首
者
に
対
す
る
同
情
者
で
あ
る
と
語
り
、
組
合
の
解
散
を
命
令
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
か
に
組
合
活
動
に
対
す
る

彈
圧
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

 
 

一 

九
月
二
十
日
科
学
博
物
館
に
お
い
て
は
、
十
六
名
の
職
員
が
館
長
よ
り
か
く
首
を
言
い
わ
た
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
に

は
同
館
職
員
中
の
共
産
党
員
全
員
と
組
合(

第
一
組
合)

役
員
の
全
員
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
政
治
的
活
動
の
自
由
を
抑

圧
し
、
組
合
活
動
を
彈
圧
す
る
措
置
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

二 

こ
の
整
理
に
つ
き
、
館
長
は
九
月
十
九
日
文
部
大
臣
か
ら
指
示
が
あ
つ
た
と
い
い
、
整
理
の
理
由
に
つ
い
て
は
大
臣
の

命
令
だ
と
語
つ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
文
部
省
で
は
東
京
都
大
学
高
專
教
職
員
組
合
執
行
部
に
対
し
、
定
員
の
減
つ
た
こ

と
は
通
告
し
た
が
、
整
理
の
規
準
は
示
し
た
こ
と
は
な
い
と
述
べ
て
、
相
互
に
責
任
を
転
嫁
し
て
い
る
。 三 

科
学
博
物
館
の
人
員
整
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

館
長
の
言
と
文
部
省
の
言
と
い
ず
れ
が
正
し
い
か
、
ま
た
そ
の
最
後
の
責
任
は
い
ず
れ
が
負
う
の
か
答
弁
さ
れ
た
い
。 

、 
、 

、
、

 



 

四 
四 
こ
の
整
理
に
よ
り
、
地
質
部
の
如
き
は
女
子
給
仕
一
名
を
残
す
の
み
と
な
つ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
科
学
館
物

館
の
目
的
と
す
る
普
及
活
動
も
研
究
活
動
も
完
全
に
行
え
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

五 

こ
の
整
理
を
撤
回
す
る
意
思
は
な
い
か
。 

六 

も
し
、
な
し
と
す
れ
ば
、
地
質
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
有
能
な
研
究
職
員
の
整
理
に
よ
る
同
館
の
機
能
の
痲
痺
を
何
に

よ
つ
て
補
お
う
と
す
る
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 
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